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企
画
展
開
催
に
あ
た
っ
て

　

現
在
、
日
本
国
内
で
は
６
６
０
基
の
装
飾
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
装
飾
に
は
多
様
な
文
様
が
存
在
し
ま
す
。
熊
本
県
内
に
お
い
て
は
、
５

世
紀
ご
ろ
、
円
文
や
武
器
の
線
刻
に
よ
る
装
飾
が
八
代
海
沿
岸
に
登
場
し
ま
す
。
そ
の
後
、
６
世
紀
ご
ろ
に
は
、
彩
色
さ
れ
た
三
角
文
に
代
表
さ

れ
る
装
飾
が
県
北
部
の
古
墳
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
、
菊
池
川
流
域
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

山
鹿
市
チ
ブ
サ
ン
古
墳
、
玉
名
市
大
坊
古
墳
、
菊
池
市
袈
裟
尾
高
塚
古
墳
、
和
水
町
塚
坊
主
古
墳
は
、
こ
の
地
域
の
有
力
な
豪
族
の
お
墓
で
あ

り
、
山
鹿
市
、
玉
名
市
、
菊
池
市
、
和
水
町
の
古
墳
時
代
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

京
都
帝
國
大
學
に
よ
る
装
飾
古
墳
総
合
調
査
１
０
０
年
目
の
今
年
、
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
は
熊
本
県
に
住
む
私
た
ち
の
生
活
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
装
飾
古
墳
を
含
む
多
く
の
文
化
財
も
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
復
興
は
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て
こ
の
地
域
の
宝
で
あ

る
装
飾
古
墳
の
保
護
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
企
画
展
が
、
来
館
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、
装
飾
古
墳
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
り
ま
す
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
諸
機
関
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

平
成
28
年
10
月
12
日

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
長　

木
﨑　

康
弘　



－ 2－

　
　

目　

次　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

企
画
展
開
催
に
あ
た
っ
て 

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
長　

木
﨑　

康
弘

　
　

目
次
・
例
言 

２

　
　
　

第
一
章　

菊
池
川
流
域
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
出
現
と
展
開 

４

　
　
　

第
二
章　

菊
池
川
流
域
の
首
長
墓
に
み
ら
れ
る
装
飾
古
墳 

８

　
　
　

第
三
章　

菊
池
川
流
域
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
終
焉 

12

　　
　
　

コ
ラ
ム　

円
文
と
三
角
文
が
ウ
ミ
ダ
シ
タ
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
学
芸
課　

福
田　

匡
朗 

15

　
　
　

　
　
　

特
別
論
考　

熊
本
地
震
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
被
害
に
つ
い
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
学
芸
課
長　

坂
口　

圭
太
郎 
16

　　
　
　

コ
ラ
ム　

装
飾
古
墳
を
愛
し
た
人　

故
・
池
田
勝
則
さ
ん
を
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
学
芸
課　

福
田　

匡
朗 

20

　　
　

参
考
文
献　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

例　

言

一　

本
書
は
、
平
成
28
年
10
月
12
日
か
ら
平
成
29
年
１
月
22
日
ま
で
開
催
す
る
平
成
28
年
度

企
画
展
Ⅱ
「
熊
本
県
北
の
装
飾
古
墳
―
円
文
と
三
角
文
が
ウ
ミ
ダ
シ
タ
モ
ノ
―
」
展
の
展

示
図
録
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

二　

展
示
解
説
は
、
木
﨑
館
長
、
坂
口
学
芸
課
長
の
指
導
の
下
、
福
田
匡
朗
が
担
当
し
、
西

洋
、
伊
藤
幸
子
、
菊
川
知
美
が
こ
れ
を
補
佐
し
ま
し
た
。

三　

企
画
展
お
よ
び
本
書
の
企
画
、
編
集
は
福
田
匡
朗
が
担
当
し
ま
し
た
。

四　

企
画
展
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
機
関
・
個
人
の
方
々
に
は
、
以
下
に
お
名
前
を
記
し

た
と
お
り
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

九
州
文
化
財
計
測
支
援
集
団
、
玉
名
市
教
育
委
員
会
、
八
尾
市
立
し
お
ん
じ
や
ま
古
墳
学

習
館
、
山
鹿
市
教
育
委
員
会
、
木
村
龍
生
、
甲
元
眞
之
、
佐
藤
夕
香
、
末
永
崇
、
塚
本
晃

大
、
永
見
秀
徳
、
福
田
和
浩
、
村
上
晶
子
（
以
上
、
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

関
連
行
事

一　

平
成
28
年
度
装
飾
古
墳
館　

集
中
講
座

京
都
帝
國
大
學
装
飾
古
墳
総
合
調
査
１
０
０
年
記
念
『
肥
後
に
於
け
る
装
飾
あ
る
古
墳
及

横
穴
』
を
辿
っ
て　
　

平
成
28
年
９
月
10
日
か
ら
平
成
29
年
２
月
４
日
ま
で　

全
十
三
話

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で　

会
場　

装
飾
古
墳
館　

集
団
学
習
室

二　

企
画
展
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
埴
輪
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

平
成
28
年
12
月
11
日
（
日
）

　

講
師　

八
尾
市
立
し
お
ん
じ
や
ま
古
墳
学
習
館　

館
長　

福
田　

和
浩
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館　

体
験
学
習
室

三　

熊
本
県
内
装
飾
古
墳
一
斉
公
開　

平
成
28
年
10
月
30
日
（
日
）・
11
月
27
日
（
日
）

　

大
坊
古
墳
、
石
貫
穴
観
音
横
穴
、
石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴
群
の
公
開　

10
月
30
日
（
日
）、
鍋

田
横
穴
の
公
開　

11
月
27
日
（
日
）
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①　石
いしぬきあなかんのん

貫穴観音横穴・石
いしぬき

貫ナギノ横穴群　②　大
だいぼう

坊・
・

永
えいあんじひがし

安寺東古墳　③　塚
つかぼうず

坊主古墳　

④　桜
さくら

の上
うえ

横穴群　⑤　チブサン古墳、鍋
なべた

田横穴　⑥　弁
べんけいがあな

慶ヶ穴古墳　⑦　袈
けさお た か つ か

裟尾高塚古墳

第1図　本企画展で主に対象とする装飾古墳分布
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鉄
鉾
、
四
し
じ
ゅ
う
き
ょ
う

獣
鏡
、
馬
具
、
耳
環
、
玉
類
、
須
恵
器
破
片
等
が
出
土
し
、
周
溝
内
か
ら
は
須
恵

器
、
埴
輪
破
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

第2図　塚坊主古墳の石室

　
　
　
　
　

第
一
章　

菊
池
川
流
域
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
出
現
と
展
開

　

現
在
、
日
本
国
内
で
は
６
６
０
基
の
装
飾
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
一
番
多

く
装
飾
古
墳
が
現
存
す
る
熊
本
県
に
お
い
て
、
特
に
、
菊
池
川
流
域
に
は
１
１
７
基
が
集
中

し
て
い
ま
す
（
平
成
24
年
５
月
装
飾
古
墳
館
に
よ
る
確
認
）。

　

県
下
の
装
飾
古
墳
は
、
５
世
紀
ご
ろ
、
円
文
や
武
器
の
線
刻
に
よ
る
装
飾
が
八
代
海
沿
岸

に
登
場
し
ま
す
。
菊
池
川
流
域
で
初
め
て
装
飾
古
墳
が
登
場
し
た
の
は
、
６
世
紀
初
め
ご
ろ

の
塚
坊
主
古
墳
で
あ
り
、
ま
ず
地
域
の
首
長
墓
に
採
用
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の
後
、
装

飾
古
墳
は
、
こ
の
地
域
で
は
中
・
小
規
模
の
古
墳
や
横
穴
墓
に
も
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

塚
坊
主
古
墳
【
国
史
跡
】　

古
墳
時
代
後
期　

玉
名
郡
和
水
町
瀬
川　

所
在

　

九
州
自
動
車
道
菊
水
Ｉ
Ｃ
付
近
、
菊
池
川
デ
ル
タ
の
頂
点
に
あ
る
台
地
上
、
標
高
約
30
ｍ

に
所
在
し
ま
す
。
昭
和
17
・
23
年
（
１
９
４
２
・
１
９
４
８
）
に
京
都
大
学
に
よ
る
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
盗
掘
に
よ
り
石
室
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
、
天
井
石
も
移
動
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）、
江え
た
ふ
な
や
ま

田
船
山
古
墳
、
虚こ
く
ん
ぞ
う
づ
か

空
蔵
塚
古
墳
と
同
時

に
史
跡
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
）
に
菊
水
町
（
現
和
水
町
）
教
育
委

員
会
に
よ
る
遺
構
確
認
調
査
が
行
わ
れ
、
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）
に
は
熊
本
県
教
育
委
員

会
に
よ
る
周
溝
の
調
査
、
平
成
２
・
４
年
（
１
９
９
０
・
１
９
９
２
）
に
は
史
跡
整
備
の
為
の

確
認
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
成
果
に
よ
れ
ば
、
全
長
43
・
４
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
墳
丘
の

南
側
に
横
穴
式
石
室
が
あ
り
、
奥
壁
に
沿
っ
て
、
石い
し
や
が
た

屋
形
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
横
穴
式

石
室
に
石
屋
形
が
用
い
ら
れ
る
古
い
事
例
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
６
世
紀
初
頭
ご
ろ
に
築
造

さ
れ
た
菊
池
川
流
域
最
古
の
装
飾
古
墳
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

装
飾
文
様
は
、
石い
し
や
が
た

屋
形
の
奥
壁
及
び
左
右
の
側
壁
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
石
室
内
か
ら
は
、
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桜
の
上
横
穴
群
【
県
史
跡
】　

古
墳
時
代
後
期　

山
鹿
市
鹿
央
町
岩
原　

所
在

　

菊
池
川
左
岸
、
菊
鹿
盆
地
の
西
端
に
あ
る
志し

じ

き
々
岐
台
地
の
凝
灰
岩
斜
面
に
所
在
し
ま
す
。

こ
の
付
近
は
、
岩い
わ
ば
る原
横
穴
墓
群
、
長な
が
い
わ岩
横
穴
墓
群
な
ど
横
穴
墓
の
密
集
す
る
地
域
で
す
が
、

桜
の
上
横
穴
群
で
は
23
基
の
横
穴
墓
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
年

に
史
跡
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
内
、
Ⅰ
―
１
〜
５
号
横
穴
墓
は
複
室
構
造
で
す
。
Ⅰ
―
１
号
横
穴
墓
の
玄
室
内

部
は
「
コ
」
字
屍
床

で
あ
り
、
装
飾
が
み

ら
れ
ま
す
。
Ⅰ
―
６

号
墓
も
装
飾
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
装

飾
さ
れ
た
横
穴
墓
の

多
く
は
、
６
世
紀
末

ご
ろ
に
造
ら
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

Ⅰ
―
１
号
横
穴
墓

か
ら
は
、
須
恵
器
片
、

鉄て
つ
ぞ
く鏃
片
、鋤
先
、金
環
、

Ⅰ
―
２
号
横
穴
墓
か

ら
は
、
人
骨
、
鉄
鏃
、

Ⅰ
―
６
号
墓
か
ら
は
、

鉄
鏃
片
、
馬
具
片
、

金
環
が
出
土
し
ま
し

た
。

第４図　桜ノ上Ⅰ―1号墓

第3図　塚坊主古墳出土　四獣鏡　（熊本県教育委員会　所蔵）
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石
貫
穴
観
音
横
穴
・
石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴
群
【
国
史
跡
】　

古
墳
時
代
後
期　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
名
市
石
貫　

所
在

　

玉
名
市
石
貫
穴
観
音
横
穴
・
石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴
群
は
、
菊
池
川
支
流
繁は

ね

ぎ
根
木
川
沿
い
に
所

在
し
、
標
高
約
30
ｍ
の
と
こ
ろ
に
石
貫
穴
観
音
横
穴
が
あ
り
、
同
じ
舌
状
台
地
の
南
西
側
に

石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴
群
が
あ
り
ま
す
。
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
に
史
跡
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
貫
穴
観
音
横
穴
は
５
基
の
横
穴
墓
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
１
号
か
ら
３
号
が
装
飾
横
穴

墓
で
す
。
１
号
横
穴
墓
の
装
飾
は
飾
り
縁
に
み
ら
れ
ま
す
。
内
側
か
ら
第
一
の
飾
り
縁
の
内

面
と
そ
の
外
面
及
び
第
二
の
飾
り
縁
の
内
面
に
は
赤
と
白
の
円
状
の
点
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
第
二
の
飾
り
縁
の
左
外
面
に
は
線
刻
で
盾
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

２
号
横
穴
墓
は
、
装
飾
が
飾
り
縁
と
玄
室
内
の
仕
切
り
石
・
庇
・
奥
壁
に
み
ら
れ
ま
す
。

３
号
横
穴
墓
は
、
玄
室
内
の
仕
切
り
石
が
赤
で
彩
色
さ
れ
、
ゴ
ン
ド
ラ
船
を
表
現
し
て
い
る

か
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
羨
門
の
外
面
か
ら
飾
り
縁
に
か
け
て
も
全
面
が
赤
く
彩
色
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴
群
は
、
現
在
、
48
基
の
横
穴
墓
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
・
８
・
９
・

12
・
16
・
17
・
19
・
28
〜
30
・
37
・
39
・
40
・
43
・
45
号
横
穴
墓
に
装
飾
が
あ
り
、
１
・

24
・
26
号
横
穴
墓
は
、
飾
り
縁
が
彩
色
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

８
号
横
穴
墓
は
、
装
飾
が
羨
門
部
、
第
一
飾
り
縁
、
玄
室
内
の
右
屍
床
、
奥
屍
床
の
石
屋

形
前
面
と
奥
壁
に
み
ら
れ
ま
す
。
９
号
横
穴
墓
は
、装
飾
が
飾
り
縁
と
右
屍
床
の
仕
切
り
石
、

石
屋
形
の
前
面
に
あ
り
ま
す
。
12
号
横
穴
墓
は
、
装
飾
が
石
屋
形
の
数
か
所
に
あ
り
ま
す
。

17
号
横
穴
墓
は
、
装
飾
が
左
右
の
仕
切
り
石
と
奥
壁
に
あ
り
ま
す
。

第5図　石貫穴観音横穴2号墓
（玉名市教育委員会　提供）
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鍋
田
横
穴
【
国
史
跡
】　

古
墳
時
代
後
期　

山
鹿
市
鍋
田　

所
在

　

山
鹿
盆
地
の
西
側
、
菊
池
川
支
流
の
岩
野
川
に
面
し
た
台
地
に
所
在
す
る
横
穴
墓
で
す
。

こ
の
大
地
の
上
に
は
チ
ブ
サ
ン
古
墳
、
オ
ブ
サ
ン
古
墳
な
ど
の
装
飾
古
墳
や
箱
式
石
棺
が

分
布
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
鍋
田
横
穴
で
は
50
基
あ
ま
り
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
に
埋
没
し
て

い
る
横
穴
墓
も
多
数

あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
大
正
11
年

（
１
９
２
２
）
に
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

外
壁
や
玄
室
内
部

の
装
飾
は
、
浮
彫
と

線
刻
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
赤
で
彩
色
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

い
ず
れ
の
横
穴
墓

も
早
く
に
開
口
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、

残
念
な
が
ら
出
土
遺

物
は
伝
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。

第7図　鍋田27号横穴墓

第6図　石貫ナギノ横穴群8号墓
（玉名市教育委員会　提供）
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県
教
育
委
員
会
に
よ
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
後
円
部
中
央
に
横
穴
式
石
室
が
あ

り
、
石
室
は
羨せ
ん
ど
う道
、
前
室
、
玄
室
か
ら
な
り
ま
す
が
、
羨
道
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

玄
室
の
奥
壁
に
は

石
屋
形
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
装
飾

は
石
屋
形
内
壁
に

描
か
れ
て
い
ま

す
。
石
室
内
部
か

ら
は
、
須
恵
器
・

土
師
器
等
が
出
土

し
、
墳
丘
周
辺
か

ら
は
円
筒
埴
輪
、

形
象
埴
輪
片
が
出

土
し
ま
し
た
。

ま
た
、
か
っ
て
、

丘
の
く
び
れ
部
上

に
は
、
石
製
表
ひ
ょ
う
し
ょ
く飾

（
石せ
き
じ
ん人
）
が
立
っ

て
い
ま
し
た
。
現

在
、
こ
の
石
製
表

飾
は
、
九
州
国
立

博
物
館
で
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

第
二
章　

菊
池
川
流
域
の
首
長
墓
に
み
ら
れ
る
装
飾
古
墳

　

６
世
紀
初
頭
、
塚
坊
主
古
墳
の
築
造
以
降
、
菊
池
川
流
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
首
長
墓

と
し
て
装
飾
古
墳
が
築
造
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
小
円
墳
や

横
穴
墓
に
葬
ら
れ
た
人
た
ち
よ
り
も
上
位
の
階
層
の
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

チ
ブ
サ
ン
古
墳
【
国
史
跡
】　

古
墳
時
代
後
期　

山
鹿
市
城　

所
在

　

山
鹿
市
の
平ひ
ら
お
ぎ

小
城
台
地
の
東
端
が
北
か
ら
南
へ
傾
斜
す
る
場
所
、
菊
池
川
の
支
流
、
岩
野

川
の
氾
濫
原
近
く
に
所
在
し
ま
す
。
古
く
か
ら
乳
の
神
様
と
し
て
の
信
仰
が
あ
り
、
古
墳
名

の
由
来
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
円
部
の
直
径
23
ｍ
、高
さ
７
ｍ
、埴
輪
・
葺
石
を
も
つ
全
長
約
44
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
す
。

大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
47
〜
50
年
（
１
９
７
２

〜
１
９
７
５
）、
石
室
の
保
存
修
理
を
目
的
と
し
た
山
鹿
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
発
掘
調
査

及
び
石
室
の
保
存
整
備
工
事
、
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）、
周
溝
確
認
を
目
的
と
し
た
熊
本

チブサン

大坊

第8図　チブサン古墳の石室
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第9図　チブサン古墳装飾

大
坊
古
墳
【
国
史
跡
】　

古
墳
時
代
後
期　

玉
名
市
玉
名　

所
在

　

玉
名
平
野
北
限
、
菊
池
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る
錦
川
（
繁
根
木
川
）
の
中
間
に
あ
り
、
標

高
93
ｍ
の
飯
森
岳
を
主
峰
と
す
る
山
丘
の
南
裾
に
位
置
し
ま
す
。
舌
状
丘
陵
を
利
用
し
、
後

円
部
直
径
24
ｍ
、
全
長
約
54
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）
に
国
指
定

史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
円
部
中
央
に
横
穴
式
石
室
が
あ
り
、
石
室
は
羨
道
、
前
室
、
玄
室
か
ら
な
り
ま
す
。
玄

室
の
奥
壁
に
は
石
屋
形
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
装
飾
は
、
第
一
・
二
羨
門
の
扉
石
、
第
二
羨

門
の
支
柱
石
、
石
屋
形
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
石
室
内
部
か
ら
は
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
馬

具
、
直
刀
、
鉄
剣
片
、
鉄
鉾
、
鉄
鏃
、
鉄
斧
、
耳
飾
、
玉
類
等
が
出
土
し
ま
し
た
。

第10図　大坊古墳出土　土師器
（玉名市教育委員会　所蔵）

全体に黒漆を塗布した痕跡が確認されます。
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第12図　大坊古墳の石室

第11図　大坊古墳出土馬具　（玉名市教育委員会　所蔵）
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袈
裟
尾
高
塚
古
墳
【
県
史
跡
】　

古
墳
時
代
後
期　

菊
池
市
袈
裟
尾　

所
在　

　

菊
池
川
の
支
流
、
迫は
ざ
ま間

川
中
流
の
右
岸
、
高
塚
台
地
の
頂
上
（
標
高
38
ｍ
）
に
立
地
し
て

い
ま
す
。
直
径
約
18
ｍ
、
高
さ
４
ｍ
の
円
墳
で
す
。
横
穴
式
石
室
内
部
は
、
羨
道
、
前
室
、

玄
室
か
ら
な
り
、
玄
室
に
は
石
屋
形
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

装
飾
は
、
石
屋
形
奥
壁
に
あ
り
ま
す
が
、
元
来
は
羨
門
や
側
壁
全
面
に
も
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
に
盗
掘
さ
れ
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
刀
子
片
、
馬
具
、

ガ
ラ
ス
玉
、
金
環
が
出
土
し
ま
し
た
。
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）、
熊
本
県
教
育
委
員
会
が

実
施
し
た
装
飾
古
墳
総
合
調
査
で
は
、
須
恵
器
、
馬
具
、
ガ
ラ
ス
玉
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
（
１
９
７
５
）、
県
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
昭
和
56
年

（
１
９
８
１
）、
保
存
整
備
工
事
の
際
、
羨
門
の
盾
ま
ぐ
さ
い
し石
の
一
枚
に
靸ゆ
ぎ

を
彫
り
込
ん
だ
石
材
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
こ
の
石
材
で
す
。
こ
れ
が
古
墳
築
造
に
伴
い
製
作
さ
れ
た
の
か
、

別
の
古
墳
か
ら
石
材
を
転
用
し
た
も
の
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第14図　袈裟尾高塚古墳の装飾石材

第13図　袈裟尾高塚古墳の石室
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第15図　弁慶ヶ穴古墳の石室

　
　
　
　
　

第
三
章　

菊
池
川
流
域
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
終
焉

　

５
、６
世
紀
に
熊
本
県
内
で
隆
盛
し
た
装
飾
古
墳
で
す
が
、
７
世
紀
以
降
は
高
塚
古
墳
そ

の
も
の
の
築
造
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
、
菊
池
川

流
域
で
は
、
山
鹿
市
弁
慶
ヶ
穴
古
墳
が
山
鹿
市
域
、
玉
名
市
永
安
寺
東
古
墳
が
玉
名
市
域
に

お
い
て
、
装
飾
古
墳
の
首
長
墓
と
し
て
築
造
さ
れ
る
の
で
す
。

弁
慶
ヶ
穴
古
墳　
【
国
史
跡
】　

古
墳
時
代
後
期　

山
鹿
市
熊
入
町　

所
在　

　

標
高
４
１
６
ｍ
の
震
岳
か
ら
舌
状
に
突
出
し
た
熊く
ま
い
り入
台
地
の
西
端
、
標
高
40
ｍ
の
地
点
に

あ
り
ま
す
。
近
世
以
降
、
周
囲
は
墓
地
が
営
ま
れ
て
お
り
、
現
状
で
は
円
墳
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
横
穴
式
石
室
内
部
は
、
羨
道
、
前
室
、
玄
室
か
ら
な
り
、
玄
室
に
は
石
屋
形
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
に
史
跡
指
定
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

装
飾
は
、
石
屋
形
両
袖
石
の
小
口
、
前
室
、
羨
道
の
左
側
壁
な
ど
に
あ
り
ま
す
が
、
元
来

は
石
室
の
側
壁
全
面
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
石
室
内
部
か
ら
は
、
馬
具
、
刀
装
具
、

鉄
鏃
、
耳
飾
が
出
土
し
ま
し
た
。

弁慶ヶ穴

永安寺東
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第16図　弁慶ヶ穴古墳出土　馬具 (雲
う ず

珠 )
（山鹿市教育委員会　所蔵　出展は左のみ）

第17図　弁慶ヶ穴古墳出土　刀装具（鍔
つば

）
（山鹿市教育委員会　所蔵）
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永
安
寺
東
古
墳　
【
国
史
跡
】　

古
墳
時
代
後
期　

玉
名
市
玉
名　

所
在

　

玉
名
平
野
の
奥
地
、
低
丘
陵
の
末
端
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
現
状
の
墳
丘
は
、
円
墳
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
平
成
４
年
（
１
９
９
２
）
に
史
跡
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
横
穴
式
石
室
内
部
は
、

羨
道
、
前
室
、
玄
室
か
ら
な
り
、
玄
室
に
は
石
屋
形
が
あ
り
ま
す
。
装
飾
は
石
屋
形
、
前
室

に
あ
り
ま
す
。
出
土
遺
物
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
文
化
財
の
世
界
で
は
、
Ｓ
ｆ
Ｍ
に
よ
る
三
次
元
計
測
の
導
入
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
装
飾
古
墳
は
、
装
飾
の
保
護
の
為
、
常
時
公
開
し
て
い
る
古
墳
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
誰
で
も
活
用
可
能
な
こ
の
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方
に
装
飾
古

墳
の
世
界
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
え
ま
す
。

第19図　永安寺東古墳

3D装飾古墳　永安寺東古墳
（装飾古墳館レプリカ）

スマホやタブレットでQRコードを読み込むと、
3Dモデルが表示されます。

第18図　弁慶ヶ穴古墳装飾
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コ
ラ
ム　

円
文
と
三
角
文
が
ウ
ミ
ダ
シ
タ
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館　

学
芸
課　

福
田　

匡
朗

　

皆
さ
ん
は
、
装
飾
古
墳
と
は
、
ど
の
よ
う
な
墓
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
古
墳
時
代
の
お

墓
の
中
で
も
、
特
に
、
古
墳
の
中
に
あ
る
石
室
や
石
棺
、
或
い
は
、
横
穴
墓
の
壁
面
や
内
部

に
彩
色
や
浮
彫
、
線
刻
を
施
し
た
も
の
を
装
飾
古
墳
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
装
飾
古
墳

館
の
あ
る
熊
本
県
山
鹿
市
周
辺
、
菊
池
川
流
域
は
装
飾
古
墳
が
集
中
し
て
お
り
、
１
１
７
基

を
数
え
ま
す
（
平
成
24
年
５
月
装
飾
古
墳
館
に
よ
る
確
認
）。

　

日
本
で
は
、
現
在
、
大
阪
府
柏
原
市
安
福
寺
境
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
石
棺
な
ど
、
４
世

紀
ご
ろ
か
ら
装
飾
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、熊
本
県
で
は
、５
世
紀
ご
ろ
か
ら
石
せ
き
し
ょ
う
障
（
横

穴
式
石
室
内
部
に
板
状
に
加
工
さ
れ
た
石
材
を
立
て
、
遺
体
を
置
く
場
所
を
囲
む
施
設
）
が

あ
る
古
墳
、
箱
式
石
棺
（
石
材
で
四
方
を
囲
み
遺
体
を
置
く
箱
状
の
空
間
を
作
り
、
上
部
も

石
材
で
覆
っ
た
施
設
）
に
装
飾
が
あ
る
も
の
が
登
場
し
ま
す
。
熊
本
県
に
お
け
る
装
飾
古
墳

は
、
５
世
紀
ご
ろ
、
現
在
の
八
代
市
、
上
天
草
市
周
辺
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら

の
地
域
は
、
熊
本
県
の
装
飾
古
墳
が
最
初
に
出
現
し
た
地
域
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

で
は
、
初
期
段
階
の
装
飾
古
墳
は
、
ど
の
よ
う
な
装
飾
が
描
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
古

い
装
飾
古
墳
に
は
彩
色
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
線
刻
あ
る
い
は
浮
彫
さ
れ
た
円
文
が
主
流
で

す
。
こ
れ
ら
の
円
文
は
、
外
区
に
櫛
歯
文
を
有
し
た
り
、
紐
で
吊
る
し
た
よ
う
で
も
あ
り
、

古
墳
時
代
の
鏡
を
表
現
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
宇
城
市
小お

だ

ら
田
良
古
墳
の
円

文
と
靫
を
交
互
に
配
置
す
る
表
現
は
、
熊
本
市
に
あ
る
千
金
甲
一
号
墳
に
継
承
さ
れ
ま
す
。

　

５
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
、
熊
本
平
野
周
辺
に
も
装
飾
古
墳
が
広
が
り
ま
す
が
、
上
益
城
郡

嘉
島
町
に
あ
る
井い
で
ら寺

古
墳
、
千
金
甲
一
号
墳
は
、
線
刻
あ
る
い
は
浮
彫
だ
け
で
な
く
、
彩
色

さ
れ
て
い
ま
す
。
井
寺
古
墳
は
こ
の
地
域
の
首
長
墓
と
考
え
ら
れ
、
井
寺
古
墳
の
築
造
は
、

装
飾
古
墳
が
首
長
墓
に
用
い
ら
れ
る
画
期
に
な
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
６
世
紀
の
は
じ
め
ご
ろ
、
菊
池
川
流
域
で
装
飾
古
墳
の
築
造
が
始
ま
る
の
で
す
。

玉
名
郡
和
水
町
に
あ
る
前
方
後
円
墳
、
塚
坊
主
古
墳
の
築
造
は
、
そ
の
き
っ
か
け
と
い
え
ま

す
。
ま
ず
地
域
の
首
長
墓
の
前
方
後
円
墳
に
装
飾
古
墳
が
採
用
さ
れ
る
点
は
重
要
で
す
。
塚

坊
主
古
墳
に
描
か
れ
た
連
続
三
角
文
は
、
菊
池
川
流
域
に
多
い
装
飾
文
様
で
す
が
、
千
金
甲

一
号
墳
に
描
か
れ
た
二
段
の
Ｘ
字
文
に
み
ら
れ
る
幾
何
学
的
表
現
の
継
承
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
円
文
と
三
角
文
が
ウ
ミ
ダ
シ
タ
モ
ノ
、
熊
本
県
内
で
の
装
飾
文
様

の
交
流
を
読
み
取
れ
る
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
築
造
さ
れ
た
山
鹿
市
チ
ブ
サ
ン
古
墳
、
玉
名
市
大
坊
古
墳
は
、
や
は
り
前
方
後

円
墳
で
あ
り
、菊
池
川
流
域
の
首
長
墓
で
す
。
地
域
の
首
長
墓
に
採
用
さ
れ
た
装
飾
古
墳
は
、

中
・
小
規
模
の
円
墳
、
横
穴
墓
に
も
浸
透
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大坊

塚
つかぼうず

坊主古墳

上天草市　長
な が さ れ

砂連古墳

八代市　田
たのかわち

川内 1号墳

千
せごんこう

金甲一号墳

永安寺東
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特
別
論
考　

熊
本
地
震
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
被
害
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館　

学
芸
課
長　

坂
口　

圭
太
郎

１　

熊
本
県
内
の
装
飾
古
墳
の
概
要

　

熊
本
県
内
に
は
、１
９
５
基
註
１
）
の
装
飾
古
墳
が
存
在
す
る
。
そ
の
分
布
は
、南
は
球
磨
・

人
吉
か
ら
北
は
荒
尾
に
至
る
、
各
水
系
に
分
布
し
て
い
る
。
中
で
も
県
北
の
菊
池
川
流
域
に

は
、
１
１
７
基
註
２
）
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
６
世
紀
の
前
半
か
ら
装
飾
古
墳
が
終
焉
を
迎

え
る
七
世
紀
初
頭
ま
で
、
熊
本
県
内
に
お
い
て
、
最
も
装
飾
古
墳
が
集
中
す
る
地
域
で
も
あ

る
。

　

５
世
紀
ご
ろ
に
八
代
海
沿
岸
部
の
石
棺
に
描
か
れ
、
副
葬
品
を
模
し
た
装
飾
文
様
が
、
次

第
に
そ
の
装
飾
文
様
や
技
法
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
６
世
紀
に
は
菊
池
川
流
域
に
広
が
り
を

見
せ
始
め
る
。
４
世
紀
末
か
ら
７
世
紀
初
頭
ま
で
続
く
装
飾
古
墳
は
、
当
時
の
死
生
観
を
伝

え
る
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
。

２　

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
14
日
21
時
26
分
に
熊
本
県
で
発
生
し
た
地
震
（
前
震
）
は
、
翌
15
日
に
は

気
象
庁
に
よ
り
「
平
成
28
年
（
２
０
１
６
）
熊
本
地
震
」
と
命
名
さ
れ
た
。
気
象
庁
震
度
階

級
で
は
最
も
大
き
い
と
さ
れ
る
震
度
７
を
熊
本
県
益
城
町
で
観
測
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
翌

15
日
に
は
震
度
３
以
上
を
30
回
以
上
観
測
し
続
け
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
最
初
の
地
震
か
ら
約
28
時
間
後
の
４
月
16
日
の
午
前
１
時
25
分
に
最
大
震
度
７

の
地
震
（
本
震
）
が
発
生
し
た
。

こ
の
熊
本
地
震
は
、
南
北
方
向
に
張
力
軸
を
持
つ
断
層
型
地
震
と
さ
れ
、
17
日
の
政
府
の

地
震
調
査
委
員
会
で
は
布
田
川
断
層
帯
が
震
源
断
層
と
す
る
見
解
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
に
続
く
規
模
の
広
域
か
つ
大
規
模
な
激
甚
災
害
で
あ

る
熊
本
地
震
か
ら
約
４
か
月
が
過
ぎ
た
現
在
、
よ
う
や
く
余
震
が
収
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
熊
本
県
南
に
は
日
奈
久
断
層
も
あ
り
、
織
豊
時
代
の
文
禄
５
年

（
１
５
９
６
）
に
発
生
し
た
慶
長
伊
予
地
震
、
慶
長
豊
後
地
震
、
慶
長
伏
見
地
震
が
連
続
し

て
発
生
し
た
事
例
も
あ
り
、
い
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
熊
本
地

震
で
は
、
家
屋
の
倒
半
壊
が
発
生
す
る
と
共
に
、
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
り
多
数
の
方
々
が
被

災
し
て
い
る
。

３　

熊
本
地
震
に
よ
る
文
化
財
の
被
害　

　

熊
本
地
震
で
は
多
く
の
文
化
財
に
も
被
害
が
及
ん
で
い
る
。

　

国
特
別
史
跡
熊
本
城
で
は
、
再
建
さ
れ
た
天
守
閣
は
多
く
の
屋
根
瓦
が
落
下
し
、
平
成
28

年
８
月
現
在
、
天
守
閣
内
部
の
被
害
状
況
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
石
垣
の
崩
落
は
各

所
で
発
生
し
て
お
り
、
熊
本
市
役
所
前
の
塀
が
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
倒
壊
し
た
。

ま
た
16
日
の
本
震
で
、
築
城
当
初
か
ら
残
っ
て
い
た
重
要
文
化
財
の
東
十
八
間
櫓
・
北
十
八

間
櫓
も
倒
壊
し
て
い
る
（
第
20
図
）。

　

ま
た
、
熊
本
県
庁
近
く
の

水
前
寺
公
園
隣
に
あ
る
熊
本

洋
学
校
教
師
館
ジ
ェ
ー
ン
ズ

邸
宅
が
倒
壊
す
る
な
ど
、
多

く
の
建
造
物
も
被
災
し
て
い

る
。
益
城
町
と
同
じ
く
、
地

震
の
揺
れ
が
大
き
か
っ
た
阿

蘇
市
に
お
い
て
は
、
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
阿

蘇
神
社
の
楼
門
と
拝
殿
が
全

壊
し
て
い
る
。

第20図　倒壊した東十八間櫓
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熊
本
市
に
あ
る
大
慈
寺
の
石
塔
は
北
方
向
へ
横
倒
し
に
な
っ
て
お
り
、
地
震
に
揺
れ
た
方

角
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
芯
柱
を
持
た
な
い
石
造
文
化
財
の
多
く
が
被
災
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
単
に
修
復
し
て
積
み
直
す
の
で
は
な
く
、
再
び
同
様
な
地
震
に
見
舞
わ
れ

た
と
き
に
、ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
保
護
し
て
い
く
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

４　

熊
本
県
内
に
お
け
る
国
及
び
県
指
定
の
装
飾
古
墳
の
被
災
状
況

　

熊
本
県
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
被
災
状
況
と
し
て
、
７
月
15
日
現
在
、
県
文
化
課
で
確
認

出
来
た
も
の
は
９
件
註
３
）
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
国
及
び
県
の
指
定
史
跡
以
外
の
装
飾
古
墳
に
も
被
害
は
及
ん

で
お
り
、
軽
微
な
被
害
を
含
め
る
と
、
そ
の
全
容
は
不
明
で
あ
る
。
今
後
も
継
続
し
て
、
調

査
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

５　

熊
本
県
内
の
装
飾
古
墳
の
被
災
状
況

　

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
今
回
の
熊
本
地
震
で
の
文
化
財
の
被
災
は
そ
の
全
容
が
つ
か
め

な
い
ほ
ど
深
刻
で
あ
る
。
特
に
前
例
に
な
い
余
震
の
規
模
と
回
数
註
４
）
に
よ
り
、
文
化
財

へ
ダ
メ
ー
ジ
が
蓄
積
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
県
北
の
国
史
跡
と
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

る
装
飾
古
墳
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
、
述
べ
る
。

（
１
）
オ
ブ
サ
ン
古
墳　
【
国
史
跡
】　

山
鹿
市
城　

所
在

　

６
世
紀
後
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
。
築
堤
が
あ
り
、
円
墳
で
羨
道
部
が
入
口
に
向
か
っ

て
や
や
開
き
気
味
に
造
ら
れ
て
い
る
。
奥
壁
の
仕
切
り
石
に
彩
色
で
連
続
三
角
文
が
描
か
れ

て
い
る
。
今
回
の
地
震
で
は
、
羨
門
の
天
井
石
が
一
部
崩
落
し
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
り
石
室

の
積
み
石
間
の
土
砂
が
流
失
し
て
い
る
。

（
２
）
御ご
り
ょ
う
づ
か

霊
塚
古
墳　
【
県
史
跡
】　

山
鹿
市
来
民　

所
在

　

６
世
紀
後
半
ご
ろ
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
。菊
池
川
の
中
流
域
に
あ
る
装
飾
古
墳
で
あ
る
。

奥
壁
と
右
側
壁
に
彩
色
で
靫
等
が
描
か
れ
て
い
る
。
今
回
の
地
震
で
は
石
室
内
の
積
石
の
孕

み
出
し
と
割
れ
及
び
石
材
の
隙
間
に
充
填
さ
れ
て
い
た
土
砂
が
流
失
し
て
い
る
。

（
３
）
袈
裟
尾
高
塚
古
墳　
【
県
史
跡
】　

菊
池
市
袈
裟
尾　

所
在

　

６
世
紀
後
半
ご
ろ
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
。
菊
池
川
の
最
も
上
流
域
に
あ
る
装
飾
古
墳
で

あ
る
。
奥
壁
に
線
刻
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
今
回
の
地
震
で
は
石
室
内
の
積
み
石
の
隙
間
に

充
填
さ
れ
て
い
た
土
砂
が
流
失
し
て
い
る
（
第
21
図
）。

（
４
）
永
安
寺
東
古
墳　
【
国
史
跡
】　

玉
名
市
玉
名　

所
在

　

７
世
紀
初
頭
ご
ろ
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
熊
本
県
内
で
造
ら
れ
た
最
後
の
装
飾

古
墳
で
あ
る
。
復
室
構
造
の
袖
石
に
連
続
す
る
三
角
文
を
、
両
側
壁
に
円
文
や
舟
、
馬
な
ど

を
赤
色
で
彩
色
し
て
い
る
。
今
回
の
地
震
で
は
、石
室
内
の
積
み
石
の
割
れ
と
剥
離
が
あ
り
、

一
部
転
石
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
第
22
図
）。
特
に
装
飾
部
位
の
剥
離
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
修
復
方
法
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。第21図　石室内の土砂流失状況

（甲元眞之氏　提供）

第22図　石室内のき損状況
（玉名市教育委員会　提供）
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（
５
）
永
安
寺
西
古
墳　
【
国
史
跡
】　

玉
名
市
玉
名　

所
在

　

６
世
紀
後
半
ご
ろ
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
室
の
奥
壁
と
両
側
壁
に
円
文
が
、

線
刻
さ
れ
た
後
、
赤
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
地
震
で
は
、
石
室
内
か
ら
土
砂
が
流

出
し
、
風
防
室
の
床
面
ま
で
堆
積
し
て
い
る
（
第
23
図
）。

（
６
）
釜
尾
古
墳　
【
国
史
跡
】　

熊
本
市
釜
尾
町　

所
在

　

６
世
紀
前
半
ご
ろ
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
震
が
発
生
し
た
翌
15
日
に
墳
丘
の

亀
裂
が
報
告
さ
れ
た
（
第
24
図
）。
ま
た
羨
道
の
入
り
口
に
設
置
さ
れ
た
鉄
扉
の
上
の
石
積

み
が
崩
落
し
た
た
め
、
内
部
の
状
況
が
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

８
月
17
日
に
文
化
庁
及
び
県
文
化
課
・
熊
本
市
文
化
振
興
課
の
立
会
の
下
、
奈
良
文
化
財

研
究
所
に
よ
っ
て
、
小
型
カ
メ
ラ
に
よ
る
石
室
の
確
認
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
本
調

査
に
お
い
て
石
室
や
羨
道
部
に
大
き
な
崩
壊
は
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
羨
道

部
と
石
室
の
石
積
み
が
一
部
崩
落
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
手
法
は
、
不
安
定
に
な
っ
て
い

る
石
室
内
に
立
ち
入
ら
ず
に
、き
損
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
法
で
あ
る
。
ま
た
、

今
後
の
修
復
に
向
け
て
貴
重
な
調
査
と
な
っ
た
。

（
７
）
石い
し
の
む
ろ

之
室
古
墳　
【
国
史
跡
】　

熊
本
市
南
区
城
南
町
塚
原　

所
在

　

本
古
墳
は
和
水
町
の
江
田
船
山
古
墳
と
同
じ
横
口
式
家
形
石
棺
を
埋
葬
施
設
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
６
世
紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
熊
本
市
南
区
城
南
町
は
嘉
島
町
に

隣
接
し
て
お
り
、
今
回
の
熊
本
地
震
で
強
い
揺
れ
を
観
測
し
た
地
域
で
あ
る
。
国
史
跡
の
塚

原
古
墳
群
の
ひ
と
つ
と
し
て
整
備
公
開
さ
れ
て
い
た
。

　

本
地
震
に
よ
り
、
横
口
式
家
形
石
棺
の
蓋
が
割
れ
、
崩
落
し
て
い
る
（
第
25
図
）。

（
８
）
井い
で
ら寺

古
墳　
【
国
史
跡
】　

上
益
城
郡
嘉
島
町
鯰　

所
在

　

５
世
紀
末
ご
ろ
に
は
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
古
墳
の
装
飾
は
、
石
室
の
玄
門
と

石
障
全
面
に
直ち
ょ
っ
こ
も
ん

弧
文
を
線
刻
と
赤
と
白
と
緑
の
彩
色
で
表
現
し
て
い
る
。
直
弧
文
は
、
福
岡

県
八
女
市
の
石
人
山
古
墳
の
石
棺
に
み
ら
れ
る
装
飾
で
あ
り
、北
部
九
州
に
多
く
み
ら
れ
る
。

本
古
墳
で
は
今
回
の
地
震
で
甚
大
な
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
石
室
入
口
の
外
扉
が
地
震

の
影
響
で
歪
み
（
第
26
図
）、
内
部
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
文
化
庁
の
立
会
の
下
、
奈

良
文
化
財
研
究
所
に
よ
っ
て
小
型
カ
メ
ラ
に
よ
る
被
害
確
認
を
実
施
し
た
。

第23図　石室内の土砂流失状況
（甲元眞之氏　提供）

第24図　墳丘の亀裂

第25図　石棺のき損状況

第26図　外扉のき損状況
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そ
の
結
果
、
石
障
の
一
部
に
き
損
や
石
室
の
積
石
が
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
孕
み
出
し
と

石
材
の
一
部
が
落
下
し
て
い
た
。
本
古
墳
に
つ
い
て
は
文
化
庁
、
県
文
化
課
、
嘉
島
町
が
協

力
し
、
今
後
の
修
復
に
向
け
た
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

（
９
）
桂か
ず
わ
ら原

１
号
墳　
【
県
史
跡
】　

宇
城
市
不
知
火
町
長
崎　

所
在

　

６
世
紀
後
半
ご
ろ
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
奥
壁
に
彩
色
で
同
心
円
文
が
描
か
れ

て
い
る
以
外
は
、
全
て
線
刻
画
で
あ
る
。
描
か
れ
て
い
る
装
飾
は
帆
船
ま
た
は
櫂
を
も
つ
船

で
あ
る
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
り
、
石
室
内
の
積
石
に
割
れ
と
孕
み
及
び
転
石
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
大お
お
と
ば
な

戸
鼻
古
墳
群
（
北
・
南
）　
【
県
史
跡
】　

上
天
草
市
大
戸
鼻　

所
在　

　

本
古
墳
は
、５
世
紀
後
半
か
ら
６
世
紀
初
頭
ご
ろ
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
古
墳
群
で
あ
る
。

３
基
か
ら
な
り
、
こ
の
う
ち
２
基
が
装
飾
古
墳
で
あ
る
。
今
回
の
地
震
で
は
比
較
的
揺
れ
が

小
さ
い
と
さ
れ
る
場
所
で
は
あ
っ
た
が
、
４
月
16
日
以
降
に
頻
発
し
て
い
る
余
震
に
よ
り
被

災
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
・
南
古
墳
共
に
、
石
棺
ま
た
は
石
室
の
き
損
は
軽
微
で
あ
る
が
、

保
存
室
や
墳
丘
の
一
部
に
き
損
を
生
じ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
大
戸
鼻
北
古
墳
は
、
墳
丘
の
多
く
が
失
わ
れ
て
い
た
も
の
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
保
存
施
設
を
設
け
て
い
る
。
石
室
手
前
の
風
防
室
が
ウ
レ
タ
ン
で
被
覆
さ
れ
断
熱
性
の
高

い
構
造
が
特
徴
で
あ
る
。今
回
の
地
震
に
よ
り
そ
の
風
防
室
の
積
石
が
一
部
崩
落
し
て
い
る
。

　

次
に
大
戸
鼻
南
古
墳
は
発
見
さ
れ
た
当
時
は
す
で
に
封
土
を
失
っ
て
露
出
状
態
で
あ
っ
た

石
棺
に
覆
土
し
疑
似
墳
丘
と
し
、
前
面
に
風
防
室
を
設
け
て
い
る
。
今
回
の
地
震
に
よ
り
、

入
口
部
の
積
石
が
崩
落
し
た
。
ま
た
、
石
棺
と
風
防
室
の
つ
な
ぎ
目
に
空
隙
が
生
じ
、
ま
た

経
年
劣
化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が
落
下
し
て
い
る
。

　

今
回
の
地
震
の
特
徴
で
あ
る
数
多
く
発
生
し
た
余
震
に
よ
り
、
徐
々
に
き
損
が
広
が
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
耐
震
建
築
を
含
め
た
今
後
の
修
復
計
画
の
策
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。

６　

ま
と
め
と
し
て

　

今
回
の
熊
本
地
震
は
熊
本
県
内
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
。

　

今
後
、
罹
災
し
た
文
化
財
の
修
復
に
向
け
た
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
く
中
で
、
文
化

財
は
多
岐
多
様
で
あ
る
た
め
、
修
復
方
法
の
検
討
が
対
象
毎
に
必
要
と
な
り
、
修
復
完
了
ま

で
に
は
長
い
年
月
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
復
興
予
算
の
中
で
、
国
や
県
指
定
文
化
財
以
外
の
文
化
財
の
修
復
を
ど

う
行
っ
て
い
く
の
か
等
、
今
後
の
文
化
財
保
護
行
政
に
課
題
を
残
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
装
飾
古
墳
の
修
復
は
急
務
で
あ
り
、
彩
色
壁
画
や
線
刻
画
が
著

し
い
環
境
の
変
化
に
曝
さ
れ
る
事
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
装
飾
古

墳
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
解
析
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

装
飾
古
墳
館
で
も
装
飾
古
墳
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
古
墳
の
環
境
保
全
に
取
り
組
む
中
で
、

修
復
に
向
け
た
新
し
い
展
示
公
開
施
設
の
整
備
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

註
１　

平
成
24
年
５
月
装
飾
古
墳
館
に
よ
る
確
認
。

註
２　

右
に
同
じ
く
古
墳
館
の
ま
と
め
に
よ
る
。

註
３　

平
成
28
年
７
月
15
日
以
降
、
新
た
に
宇
城
市
所
在
の
桂
原
１
号
墳
の
き
損
が
確
認
さ

れ
た
。

註
４　

平
成
28
年
８
月
21
日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
こ
ろ
で
は
、
前
震
以
降
で
最
も
回
数
が

多
い
、
２
０
０
０
回
を
超
え
る
余
震
が
発
生
し
て
い
る
。
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り
の
作
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す
。
こ
の
池
田
さ
ん
の
作
品
は
、
本
業
で
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っ

た
精
密
機
械
の
設
計
技
術
に
基
づ
く
精
緻
な
模
写
、色
鉛
筆
を
用
い
た
投
影
法
が
特
徴
で
す
。

　

平
成
28
年
（
２
０
１
６
）、
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
で
は
、
御
遺
族
か
ら
池
田
さ
ん
の
作

品
59
点
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
装
飾
古
墳
資
料
と
し
て
特
筆
す
べ
き

も
の
で
す
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生
前
、
池
田
さ
ん
ご
本
人
は
、
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飾
古
墳
館
へ
の
来
館
を
強
く
望
ま
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
想
い
は
適
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
企
画
展
に
お
い
て
、
関

連
す
る
装
飾
古
墳
の
作
品
を
展
示
し
、
こ
こ
に
生
前
の
池
田
勝
則
さ
ん
を
偲
び
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

な
お
、平
成
28
年
度
の
博
物
館
実
習
に
お
い
て
、

熊
本
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
資
料
学
コ
ー
ス
の
実

習
生
６
名
の
協
力
に
よ
り
、
59
点
の
作
品
を
撮
影

し
ま
し
た
。
博
物
館
実
習
の
成
果
と
し
て
、
本
企

画
展
で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

チブサン古墳作品

生前の池田勝則さん　（御遺族　提供）
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